モザンビーク・7ヶ月

アフリカ大陸南東部のモザンビークより、青年海外協力隊員として活動中の窪田保です。前回は3ヶ月通信だったので、今回はキリのいいところで6ヶ月経過報告を、と思っていたのですが遅れてしまいました。

さて、前回に引き続き私の生活や仕事について紹介させていただこうと思います。

「アフリカの生活」なんていうとなんだか想像のつかないような感じもしますが、以外に普通の暮らしを営んでいます。いるつもりです。
住まい・食事
　現在私は、教員住宅の一室にて住んでいます。とはいっても職場の中学校のものではなく、町にある教員養成学校の教員住宅です。職場までは歩いて１５分。途中には市場も電話局もあり、便利な場所です。2棟並んだ教員住宅の南側向かって４番目の家に現地の先生と２人で住んでいます。トイレと台所が共同で部屋は別々です。広さは8畳くらいでしょうか。生活に必要なもの全てと寝床、机とイス・・・決して広くはありません。
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　水は出ませんが、電気は来ています。赴任した当時には電気代は学校が負担してくれていたのですが、ある日突然電気が止まり2日間ほど電気がなくなりました。なんだなんだと様子をうかがっていると、電気の使いすぎで（料理用のコンロは電気を使用している人が多いのです）電気代を払えということでした。電気は結構高く、今では一ヶ月間で一人当たり500円程度払っています。
　
料理にはガスコンロを使用しています。赴任当時にJICAの住居手当で購入したものです。

が、我が家にはそのコンロを置く台がありません。床の上にコンロを置いて、料理をする際にはしゃがみ込んでフライパンをふり、鍋をかき回します。赴任当時には仕事帰りにしゃがみ込んで料理をするのに非常に疲れを感じていたのですが、現在ではしゃがみ込む用の筋肉が発達したようで、なんということはありません。水を溜めてあるポリタンクから洗面器に水を移し、米を、野菜を洗い毎日料理を楽しんでいます。問題なのは、野菜の種類が少ないこと。トマトと玉ねぎとニンニクがモザンビークでの私の体を作ってくれています。特に、トマトを食べない日はありません。肉も一応売っているのですが、500g単位でしか売ってくれなく食べきれないし、停電があると冷凍は溶けてしまうし、同居人と小さな冷蔵庫を共有しているのでスペースもないし、ほぼ買うことはありません。
　金曜・土曜には同じ中学校で活動をしている先輩隊員と一杯飲みに行くのが楽しみ且つ栄養の貯め処となっています。外食はもっぱら、ヤキトリ。とは言っても日本のように串に刺したものではありません。「メーヨフランゴ（半分の鶏）」というもので、その名の通り、一匹の鶏が体を左右に半分に切られたのがドカッと出てきます。店によって焼いてあるか油で揚げてあるかの違いはありますが、塩、ニンニク、レモンで味付けされたジューシーな熱いチキンを手で引きちぎってしゃぶりつきます。毎回同じものを食べて（メニューに種類がない）同じビールを飲むのですがそれでもこの上ないほどに幸せを感じる瞬間になっています。ヤキトリ（日本の）が食べたい、よせ鍋が食べたい、刺身が食べたい、なんて会話もしばしばですが、それもまた宴の肴です。
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日本にいた時は、風呂が好きでした。温泉なんてたまりません。銭湯も最高です。

　しかし、ここには風呂どころか、シャワーもない。あるのはタライと水。モザンビークに来て初めてその「風呂」を体験したときには、どうやって身を清めるのだと思いもしましたが、すぐに慣れ、その１５Lほどの水でも十分に気持ちよく入浴できます。気温の低い日には鍋でお湯を沸かし、それを加えます。（左写真が風呂場）
　夜は大体部屋にこもって、本を読むか、勉強をするか、こうやって物を書くか・・・静かな夜更けに虫の音を聞きながら、日本の音楽をかけて紅茶でも飲んでいると、自分がアフリカにいることを忘れそうになります。

　朝、目を覚まし部屋の扉を一歩出ると、「ボンディーア（おはよう）」。とモザンビークでの生活に戻ります。初めの頃は頭のスイッチを切り替えないと言葉が詰まってしまいましたが、今では自然に口から出てきます。職場までの１５分。ボケ～っと歩いているわけにはいきません。歩けば挨拶。誰だか知らない人からも「おはよう」、生徒からは「先生おはよう」、小学校に通うチビッ子からは「ケンダ～マ」。道路の状態はよくなく、石だらけ砂利だらけ穴だらけなので下を見ないと上手く歩けないのですが、下を向いていると前から声が掛かるし、時には「おい、朝は胸を張ってあるかなきゃ」と注意されることもありました。仕事を終えて帰る際も同じ、いやそれ以上に声が掛かり、こちらから掛け、挨拶だけどんどん上手になってしまいます。

以前には一日中ポルトガル語を話し聞いていると、途中から頭の容量を超えて、理解できないというか何も聞こえなくなるくらいに疲れることもあったのですが、半年を過ぎ、頭もさほど疲れないようになって来ました。
が、まだ言葉に多少の問題があるの否定のしようのない事実なのですが。
　これからもう少し（かなり？）勉強して言葉には本当に不自由のないようになりたいです。
夏休み・そして新学期
　
私が職場に入ったのは昨年（２００４年）の８月。掃除と器具の整備をし、授業を始めて慣れてきた矢先に夏休みがやってきました。１１月に入る前から授業はなくなり、卒業試験などがありました。試験監督や、その他自分の実験室の片付けなどをして１２月から本当に休みです。
　卒業試験のない学年の生徒は、１０月１５日から１月１５日までの３ヶ月間休みです。宿題はなし。教科書もドリルもないのですから。登校日なんていう単語が懐かしいです。
しかし、皆家の仕事の手伝いを毎日やっています。聞くと、朝は５時に起きて水を汲みに井戸に行く。その後は家の掃除。弟や妹の面倒を見るのも仕事です。買い物などをして昼食を作る。兄弟が多い家庭がほとんどで、朝の仕事、昼の仕事を分担している場合が多いようです。昼間は、暑いです。私の任地ナマーシャは標高が５００mほどあり、他の土地に比べるとまだ涼しいのですが、陽射しの下では頭も皮膚もチリチリします。黒人はどういう風に感じるのだろう・・・なんて素朴な疑問も持ちますが、皆「暑い、暑い」と言っています。反面雨でも降ると、私としては涼しくて丁度良い程度でも「寒い、寒い」と言って長袖の服を何枚も重ねて着ています。気温の変化には日本人のほうが強い、と確信しています。

　話が逸れてしまいましたが、昼間には木陰で昼寝をしたり、女性は母子、姉妹で髪の毛を結っている光景が見られます。本当にのんびりとした時間がここには流れています。また夏はマンゴーの季節で町中にあるマンゴーの木には子どもらが登り収穫しています。摘みたてのマンゴーに歯を立て、皮を剥き果実にかぶりつきます。慣れた口さばきでスジだらけのマンゴーを一人で何個も食べています。皮、種は道にプッっと吐き出して、道路は車に引かれてペシャンコになったマンゴーの種がいっぱいです。バナナの木もパパイヤの木もそこら中にある、別の地域に行けばパイナップルもカシューナッツも、おもしろいように道端で販売しています。そんな光景を見ていると、本当に豊かな土地だなぁと思わずにはいられません。
　ここナマーシャは、学校のために来ているとか、仕事のために来て住んでいる人も多く、夏休みには一気に人口が少なくなります。

　私も、１２月前半にあった隊員総会及び半年に一度の健康診断を終えた後でモザンビークを約１ヶ月間かけて一人旅をしてきました。

　

　実はその旅行記を書くのに思ったよりも手間取ってしまい、６ヶ月報告が７ヶ月報告へとずれ込んでしまったのです。
ナマーシャや、首都のマプトがあるのはモザンビークの一番南側なので、いつも地図を見るたびに窮屈な思いをし、見てみたいなぁと思っていたので北までバスを乗り継ぎ行ってきました。モザンビークを知ること、けん玉を北に持っていく事、が目標です。けん玉は体力・気力の関係と大荷物で外を歩くのはここでは危険が大きいので２０本しか持って行きませんでしたが、モザンビーク10州の内7州に行け、全国でけん玉を通じて多くの人と触れ合うことが出来たのはまたとない貴重な経験になりました。旅行の詳細は省きますが、もし旅行記を読んでみたいという方がいらっしゃれば、連絡をください。メールにて本文のみなら送付可能です。本当は写真のついたかなりの力作なのですが・・・。
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左：行程図（南から北へ）
真ん中上：リシンガの兄弟

真ん中下：マラウイ湖

右：バオバブの下けん玉教室

新学期
2ヶ月、3ヶ月と授業のない生活を送っていたら、どんどんポルトガル語が頭から抜けました。

旅行中の会話はもっぱら日常会話とけん玉会話だったので、授業のための化学や生物の単語があっという間に、いえ、「あ」なんて言っている間もなく消えてしまいました。

新年度は1月からです。予定では17日から授業が開始される予定だったのですが、結局まともに学校が始まったのはその一週間後、授業はさらにその後です。教育省から出ているカリキュラムというのもあるのですが、どうやったらそれ通りに出来るのか不思議でたまりません。

遅れたのは、のんびりしたお国柄のせいだけではありません。学校に入りたいという人が大量にいて、登録の手続きが遅れてしまったのです。ナマーシャ郡の小学校を昨年卒業した生徒が、700人。日本の中学校一年生に当たる「8年生」の受け入れ容量は350人。中学校は郡に一つですから、当然入学したくても出来ない子どもがたくさんいます。校長先生は「これがモザンビークの抱える大きな問題だ」と言っていますが、本当にそうだと感じます。学校が少ないのです。

他の郡や、さらに北の州からも寮に入って勉強をしに来る生徒も多いですから（つまりモザンビーク全体で学校が不足しているのです）、地元の人が入れる可能性も少なくなります。
結局、一クラス分増員し授業が開始されました。と思っていると第一回の中間試験（学期に2回、中間試験があります）の時期に急にもう一クラス増えました。現在8年生は9クラス。各クラス50人ずつで450人が新入学したことになります。

私は、実験の授業の他に教室での授業も受け持つことになりました。中学・高校と合わせるとかなりのクラスがあり、実験授業に専念したくて一度は断ろうともしたのですが、「先生がいないんだ」と言われると断れません。確かに先生も不足しています。中学・高校合わせれば普通制だけで29クラス。夜間も合わせれば42クラスで各50人。2000人の生徒がいる中、化学の先生は3人。私を入れても4人なのです。生物も同じような状況です。それぞれの先生は「朝と晩」「朝と昼」「昼と夜」のいずれかの勤務形態をとっている人が大半です。例えば8年生の化学の先生は、午前と夜間の部を受け持っており、週の授業時間数は39時間という、日本の先生の倍近くの授業を担当しています。試験の採点だけでも650人分。
聞いているだけでもきついとわかります。先生が授業をサボって生徒が時間をもてあそぶという状況も時には起こるし、夜には授業がある先生が店でビールを飲んでいる光景も見かけますが、「よくあることだ」といわんばかりに悪びれた様子もなく、気持ちよさそうに飲んでいます。生徒も別に珍しいことでもないので、喜んで帰ったり、散歩に出たりと気ままにしています。良いことではないですが、授業だけで週に40時間近くあると聞くと、そんな気持ちがわからなくもないというのが正直な感想になってしまいます。

私は9年生の化学の授業（教室・実験室）と、実験授業（主に8年生の化学・生物）の助手をすることになっています。他の学年の実験を取り入れた授業の開発にもっと協力したい気持ちは山々なのですが、教室の授業を抜けて実験の方に回ることもできないので、空き時間に先生方と予備実験をしたり、顕微鏡の使い方を説明する程度になっています。
とは言っても他の先生方もかなりの時間数を持っており、実験を積極的に取り入れようという姿勢は低いというのも実情なのです。「実験をしたい」とは何度も言ってくれても、元々実験器具の使い方を知らないし、それを新たに覚えて予備実験をして、授業をするというのは時間的にも精神的にも容易なことではありません。
実験室に関しいえば器具も薬品も豊富にあり、昨年に学校側が水道の整備をしてくれ現在では実験室に水が出るようにもなっているのですから、かなり恵まれた環境なのです。

後は使うだけなのです。

しかし、予備実験の約束の時間に先生が来ない…なんていうこともしばしばです。
それでも諦めずにこちらから声をかけ「一緒に準備しましょう」と実験室に足を運んでもらうに心がけています。
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授業内容は、はっきり言って日本のカリキュラムよりも遥かに難しいです。中学校の授業で、日本では高校の1年生・2年生で習うような内容になっています。理数科教育に力を入れようという現われなのかもしれませんが、肝心の生徒が付いていっているのかはかなり疑問が残るところです。生徒に教科書はありません、練習問題をするにもドリルも当然ありません。先生が教科書の重要な箇所を読んで、書き取ります。自分の書いたノートだけでそれを理解するのは、自分の学生時代を思い返すとできる自信はありません。しかも黒板の授業だけで、先生はしゃべって書くだけ。生徒は自ずと化学・生物・物理・数学という科目が嫌いになっていくように思います。まず、おもしろいと思い、興味を持ってもらうためにも実験を取り入れた授業をもっと増やしたいと感じています。

せめてたくさんの物を見てもらおうと、教室にも色々と持っていきます。興味深く目をこちらにやってはくれるのですが、それで教科書を書き取る時間が減り生徒達から「もっとノートを書きたい」という声も出ます。彼らにとっては“試験で赤点を取らないこと”がまず優先でノートをとることがそれに繋がる唯一のことだという認識さえもあるようで加減が難しいところです。
学校がない、教科書がない、ドリルがない、実験授業がないと、無い無い尽くしに書いてしまいましたが、モザンビークの生徒にあって日本に無いものだってたくさんあるのです。生徒達はこちらの投げかける質問や言葉に対して、本当にすぐに大きな声で反応を示してくれます。また、どんな意見も臆することなく、遠慮することなく言ってきます。気持ちや感情を表現する能力にはこちらが勉強させられることがたくさんあります。

またこの異国よりやってきたポルトガル語もそこそこしか話せない頼りない先生に対して、いつも「手伝ってあげるよ」と手を出してきてくれます。
荷物を持っていたら、「もってあげるよ、先生」。

黒板を消そうとすれば「消してあげるよ。黒板消し貸してよ、先生」。

代わりに教科書を読み上げてくれと頼むと一斉に何人もの生徒が手を上げてくれます。
助けられながら、つたない言語能力で授業を進めている状態ですので、一刻も早く恥ずかしくない、わかりやすい授業が出来るように心がけようと思います。
あと、もう少し生徒の基礎的な計算能力を伸ばせるように、何か手を打てればとも考えています。化学や物理の時間で難しいことを習っている割には、足し算や掛け算、それも難しいものではなく、九九レベルの計算が出来ない生徒がかなりたくさんいます。計算能力を少し知りたくて、中間試験におまけ・サービス問題程度の計算問題を出したのですが、予想以上に根の深い問題だと感じました。モザンビークでは数学や物理の試験では計算機を用いて良いので、小学校の頃からその習慣が身についており、一桁の計算でも「計算機ないとできない」と胸を張って文句を言われた程です。お店やレストランで値段やお釣りがしょっちゅう間違えられる謎が解けました。

さらに問題に感じているのは、生徒の心というか気持ちの問題です。自分の生徒の文句を言いたくも無いのですが、試験中のカンニング。全く悪いという気持ちが無いようにさえ思えます。さらに試験を返すと、新たに書き足してそれを堂々と「先生、合ってるやんか」と、関西弁ではないですが言ってくる生徒が後を絶ちません。優しい心を持った反面、そういうことを小さな時から続けている生徒も数多く、正直者、努力者は数少なく思い、それは国をこれから支えていく人物になるのには大きな問題なのではないかと、大げさに見てしまいます。

カンニングしてもウソをついても、実験室の物がどんどんなくなっても、「これがモザンビークだよ、先生」と他の生徒や先生から言われれば、なんと答えていいのかわからなくなってしまいます・・・。

こんな書き方をすると私はさぞ真面目な人間に聞こえますが、そんなことはありません。それでもこんな風に感じてしまう状況が、日常なのです。何とかその心を、性根を少しでも変えてもらえるように出来ればとも思いますが、実験の授業開発よりも何倍も難しく、でも意義のあることだとも思います。

次に書く私の「けん玉活動」が、上記のことに少しでも繋がれば、一所懸命に何かをすることに繋がれば、幸いだとも思うようになってきています。部活動で育った私としては、クラブ活動の無いここモザンビークでは何かに熱心に取り組むとか、努力をするという習慣や概念さえも薄いように感じています。別にのんびりと暮らせればそれでいいとも思うのですが・・・
けん玉
前回の3ヶ月通信でも書いたように、理科教師以外のもう一つの活動は、けん玉です。

最初にけん玉教室を開いてからすでに5ヶ月が過ぎました。道を歩けば「ケンダマ～」という声が飛んでこない日はありません。

2004年には、自分の中学校を中心に、町の5つの学校に行き（すべての小学校を回るのは達成できませんでした）体育の授業や、特別に時間を割いてもらったり、夏休みには子どもの集まる大きなマンゴーの木の下に通う等で、計40回のけん玉教室を開くことが出来ました。
夏休みのモザンビーク旅行中にも全国各地で、計10回けん玉教室やデモンストレーションを行い、ナンプラ州というところでは新聞とラジオでも紹介してもらうことも出来ました。ほんの数百人とけん玉をして、「けん玉を広めてきた」なんていうつもりもありませんが、きっと何人かの人はけん玉なんていう日本の奇妙な遊びを好きになってくれたんじゃないかと思っています。

今年に入り、一ヶ月間休みにしておいた中学校でのけん玉教室を再開しました。年が明けると皆忘れてしまったのか飽きてしまったのか、初日は参加者8人でしかも練習をしていた形跡もなくガッカリさせられもしましたが、次週は20人、その次は30人、その次は40人と過去最高の参加者が集まりました。
現在は定期的に毎週土曜日に3つの学校でけん玉教室（青空教室）を開いているのと、時間割を縫って他に3つの小学校を回っています。今年は受け持つ授業も多く、空時間にけん玉を50本持って往復1時間もあるいて小学校に通うのは体力的に辛いのですが、この地に何とかけん玉を少しでも長く根付かせるため、いつかモザンビークチャンピオンを日本に招待するために、続けていこうと思います。

毎週土曜日の午前中、中学校でのけん玉教室の後は小さな大会も開いており、「もしかめ」といわれる大皿と小皿に交互に玉を乗せ、連続時間を競っているのですが、先日、連続「1時間10分09秒」という大きな記録が生まれました。その生徒はダントツに上手いのですが、それでもこうして熱心に取り組む姿勢を見せてくれる生徒が現れたのは大きな喜びになっています。かなり練習を積まないと出来ないし、有り得ないといっても差し支えの無い上達のスピードです。
ちなみに1時間の記録というのは、日本の「全日本けん玉道もしかめ選手権」という年に一度開かれる全国大会でも20人程度しか達成できないほどの記録なのです。

午後には小学校を２つ回るのですが、その両方ともでも参加者は増加傾向で、土曜日だけでも多い日には70人くらいの子どもがけん玉に取り組んでいます。
2月または3月に大きな大会をと思っていたのですが、授業や試験の関係で、4月に延期せざるを得ない状況になってしまいました。デモンストレーションと大会を混ぜたような、日本のけん玉を広くモザンビークにアピールできるような場を設けようと企てています。

年末に「けん玉解説書（全18ページ・写真つき）」をつくり、その配布も計画しています。

けん玉教室においては人数が増加してきたため、けん玉カードを作成し日本で言う「ラジオ体操カード」のように参加ごとにシールを一枚貼るようにしました。カードほしさに一度だけ来る子どもが出てくるのも予想できたのですが、少しでも深く興味を持ってもらい、一所懸命に取り組む対象にしてもらえればいいなぁと思っています。
自分のけん玉の腕はどんどん落ちる一方なのですが、少しずつ広まり始めたモザンビークのけん玉をこれからも支えていこうと思っています。目下のところ、4月のデモンストレーションで子どもらが上手く発表できるように指導していこうと思っています。
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中学校でのけん玉教室　　　　　　　　　　　　　　小学校①でのけん玉教室
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小学校②でのけん玉教室　　　　　　　　　　　　　中学校：生徒が指導を始めました
半年
　なんだかもう凄く長い間モザンビークに住んでいるような気もするのですが、まだ半年と少しです。よく日本からのメールなどで心配していただくよう、健康に十分に注意してこれからもやっていこうと思います。

 こんなに長く書くつもりも無かったのですが、ついつい書いてしまいました。最後まで読んで頂いていたら幸いです。
2005年2月15日

窪田　保　　Tamotsu1981_kendama@hotmail.com
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